
秋水絶筆碑
1983 年建立　為松公園

非戦の碑建立予定場所
浄土宗正福寺境内

幸
徳
秋
水
刑
死
１
１
０
年
、

生
誕
１
５
０
年
記
念
墓
前
祭

秋
水
の
師　

儒
学
者

　

 

木  

戸  

明  

展

当
顕
彰
会
　
宮
本
博
行
会
長

高
知
県
功
労
者
に

　

地
方
自
治
に
お
い
て
、
開
か
れ
た
議
会

づ
く
り
を
進
め
、
財
政
健
全
化
、
移
住
促

進
な
ど
に
も
尽
力
し
た
と
し
て
、
１
１
月

３
日
、
選
ば
れ
ま
し
た
。
四
万
十
市
議
会

議
員
６
期
２
１
年（
社
民
党
）。
２
０
１
７

年
よ
り
当
顕
彰
会
４
代
目
会
長
。
７
０
歳
。

※

例
年
の
記
念
講
演
会
・
交
流
会
は

　

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
行
い
ま

　

せ
ん
。

日
時　

２
０
２
１
年
１
月
２
４
日
（
日
）

　
　
　

午
後
０
時
３
０
分
〜
１
時
過
ぎ

場
所　

四
万
十
市
中
村　

正
福
寺
墓
地

日
時　

２
０
２
１
年
１
月
１
６
日
〜

　
　
　

４
月
２
０
日

場
所　

四
万
十
市
立
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
（
為
松
公
園
内
）

　　

い
ま
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
瀕
死
状
態

に
あ
る
。
い
や
、
す
で
に
死
ん
で
し
ま
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
「
社
会
の
木
鐸
」
で
あ
り
、

そ
の
使
命
は
権
力
の
横
暴
を
監
視
、
批
判
す
る

こ
と
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

安
倍
晋
三
政
権
の
下
、
報
道
は
政
権
に
お
も
ね

り
、
忖
度
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
ま
る
で
権
力

の
飼
い
犬
の
よ
う
に
。

　

現
在
が
そ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
権
力
に

立
ち
向
か
っ
た
一
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
紹

介
し
た
い
。
幸
徳
秋
水
で
あ
る
。

　

日
露
開
戦
の
前
年
、
１
９
０
３
年
、「
ロ
シ
ア

撃
つ
べ
し
」
と
新
聞
、
世
論
が
沸
騰
す
る
中
、

幸
徳
秋
水
は
堺
利
彦
、
内
村
鑑
三
と
と
も
に
開

戦
論
に
転
じ
た
「
萬
朝
報
」
を
１
０
月
決
然
と

退
社
、
翌
月
堺
と
平
民
新
聞
（
週
刊
）
を
創
刊

し
た
。

　

秋
水
は
燃
え
る
ペ
ン
で
非
戦
論
を
展
開
し
た
。

「
戰
爭
と
道
德
」「
兵
士
を
送
る
」「
戰
爭
の
結
果
」

「
戰
死
者
の
遺
族
」「
戰
爭
と
新
聞
紙
」「
嗚
呼
増

税
」「
列
國
紛
爭
の
眞
相
」「
戰
時
と
非
戰
論
」

な
ど
。
名
文
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

１
９
０
４
年
１
月
１
７
日
の
代
表
的
な
論
説

に
は
、
次
の
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。

　
吾
人
は
飽
ま
で
戰
争
を
非
認
す

　
之
を
道
德
に
見
て
恐
る
可
き
の
罪
惡
也
　

　
之
を
政
治
に
見
て
恐
る
可
き
の
害
毒
也
　

　
之
を
經
濟
に
見
て
恐
る
可
き
の
損
失
也
　

　
社
會
の
正
義
は
之
が
爲
め
に
破
壊
さ
れ
　

　　
萬
民
の
利
福
は
之
が
爲
め
に
蹂
躙
せ
ら
る

　
吾
人
は
飽
ま
で
戰
争
を
非
認
し
　

　
之
が
防
止
を
絶
叫
せ
ざ
る
可
ら
ず

　

秋
水
は
１
８
７
１
年
１
１
月
５
日
、
高
知
県

中
村
（
現
四
万
十
市
）
に
生
ま
れ
た
。
土
佐
の

自
由
民
権
の
空
気
を
吸
っ
て
育
ち
、
中
江
兆
民

に
師
事
し
、
新
進
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活

躍
。
自
由
・
平
等
・
博
愛
・
平
和
を
掲
げ
闘
っ
た
が
、

政
府
の
激
し
い
弾
圧
で
「
大
逆
事
件
」
の
首
謀

者
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
、
１
９
１
１
年
１
月
２

４
日
、
３
９
歳
で
刑
死
し
た
。

　

秋
水
の
非
戦
論
は
反
戦
平
和
の
原
点
で
あ
り
、

戦
後
、
永
久
平
和
・
戦
争
放
棄
の
日
本
国
憲
法

９
条
と
し
て
結
実
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
後
７
５
年
た
っ
た
今
、
安
倍
政

権
は
解
釈
改
憲
に
よ
っ
て
安
保
法
を
成
立
さ
せ
、

日
本
を
「
戦
争
が
で
き
る
国
」
に
戻
し
て
し
ま
っ

た
。
菅
義
偉
新
政
権
も
安
倍
路
線
を
受
け
継
い

で
い
る
。

　

来
年
２
０
２
１
年
は
幸
徳
秋
水
生
誕
１
５
０

年
（
刑
死
１
１
０
年
）
に
な
る
。「
幸
徳
秋
水
を

顕
彰
す
る
会
」（
事
務
局
四
万
十
市
）
で
は
、
こ

れ
を
記
念
し
、
先
の
フ
レ
ー
ズ
を
石
に
刻
み
、「
非

戦
の
碑
」
と
呼
ん
で
、
平
和
を
愛
し
守
る
国
民

総
意
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

建
立
場
所
は
秋
水
墓
が
あ
る
浄
土
宗
正
福
寺

境
内
（
四
万
十
市
）、時
期
は
秋
水
の
誕
生
日
（
１

１
月
５
日
）
に
あ
わ
せ
、
来
年
１
１
月
３
日
の

予
定
。
費
用
に
充
て
る
寄
付
金
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
「
幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

  （
田
中
全
幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
事
務

　
　
　

局
長
、
元
四
万
十
市
長
）

　
　
「
週
刊
金
曜
日
」
２
０
２
０
年
１
０
月
２
日

　
　
「
論
考
」
欄
に
投
稿　

第 29号
2020. 12. 10
幸徳秋水を顕彰する会
〒787-0010  四万十市古津賀 4－41
四万十市生涯学習課内

ホームページ   　　　　　   
http://www.shuusui.com/
 090-6827-9129（田中全）
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今
こ
そ
幸
徳
秋
水
の
「
非
戦
論
」
を

「
非
戦
の
碑
」
建
立
寄
付
金
募
集
中

つ
く
つ
く
を
聞
い
て
秋
水
非
戦
論

四
万
十
市　

西
岡
成
人

高
新
文
芸　

俳
句
一
席

※

つ
く
つ
く
＝
つ
く
つ
く
ぼ
う
し

　

幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
で
は
今
年
７
月
か

ら
秋
水
「
非
戦
の
碑
」
建
立
寄
付
金
を
募
集
中

で
す
。
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

１
口　

５
千
円

　

郵
便
振
替　

０
１
６
１
・
７
・
９
０
７
１

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

当
座　

９
０
７
１

　

名
義　

幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会

　　

除
幕
式　

２
０
２
１
年
１
１
月
３
日
（
予
定
）



神戸学生青年センター会場
10 月 31 日

岡林寅松墓参　1月 23 日
左は寅松の妹の孫
徳弘達男さん

　

１
０
月
３
１
日
、「
大
逆
事
件
を
明
ら
か
に
す

る
兵
庫
の
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　

大
逆
事
件
で
死
刑
判
決
を
受
け
た
２
４
人
の

中
の
２
人
、
小
松
丑
治
と
岡
林
寅
松
は
神
戸
に

住
ん
で
い
た
。
２
人
は
高
知
市
出
身
で
、
同
じ

小
学
校
の
同
級
生
で
あ
り
、
神
戸
海
民
病
院
で

働
い
て
い
た
。
日
露
戦
争
時
、
２
人
は
幸
徳
秋

水
の
非
戦
論
に
共
鳴
。
秋
水
ら
が
発
行
し
て
い

た
平
民
新
聞
の
読
書
会
（
神
戸
平
民
倶
楽
部
）

を
組
織
し
て
い
た
。

　

２
人
は
判
決
翌
日
無
期
懲
役
に
減
刑
さ
れ
、

長
崎
監
獄
に
送
ら
れ
た
。
１
９
３
１
年
の
仮
出

獄
ま
で
の
２
１
年
間
、
獄
中
生
活
を
送
っ
た
。

　
「
兵
庫
の
会
」
結
成
の
き
っ
か
け
は
２
０
１
７

年
９
月
、
神
戸
市
灘
区
の
「
憲
法
を
生
か
す
会
・

灘
」
の
４
人
が
秋
水
の
墓
参
に
み
え
、
交
流
を

し
た
こ
と
。
そ
の
中
の
１
人
、
津
野
公
男
さ
ん

は
須
崎
市
出
身
で
幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
の

会
員
で
あ
っ
た
。

　

４
人
が
中
心
に
な
っ
て
２
０
１
８
年
４
月
、

「
幸
徳
秋
水
を
語
る
神
戸
の
つ
ど
い
」を
開
催（
当

顕
彰
会
も
参
加
）。
同
年
１
０
月
、
和
歌
山
県
新

宮
市
で
の
第
４
回
大
逆
事
件
サ
ミ
ッ
ト
に
も
参

加
。
今
年
１
月
に
は
秋
水
墓
前
祭
に
合
わ
せ
て

高
知
市
内
の
小
松
、
岡
林
を
墓
参
。
１
０
月
１

７
日
に
は
第
５
回
サ
ミ
ッ
ト
を
神
戸
で
開
く
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、

い
っ
た
ん
中
止
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
４
回

勉
強
会
を
開
く
な
ど
準
備
を
進
め
て
き
た
成
果

　
　

を
継
続
的
な
組
織
と
し
て
立
ち
上
げ
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
神
戸
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー

に
「
密
」
を
避
け
て
約
５
０
人
参
加
。

　

兵
庫
の
会
は
大
逆
事
件
だ
け
で
な
く
、
平
民

社
の
果
た
し
た
歴
史
的
役
割
や
時
代
背
景
を
学

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
の
政
治
状
況
を
考
え
、

改
憲
を
阻
止
し
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
糧

と
し
て
い
く
と
い
う
、
そ
ん
な
規
約
と
活
動
方

針
が
採
択
さ
れ
た
。
代
表
世
話
人
に
津
野
公
男

さ
ん
、
稲
村
知
さ
ん
、
飛
田
雄
一
さ
ん
の
３
人

を
選
出
し
た
。（
サ
ミ
ッ
ト
は
コ
ロ
ナ
の
状
況
を

見
て
来
年
以
降
に
延
期
さ
れ
る
見
込
み
）

　

当
顕
彰
会
か
ら
は
田
中
事
務
局
長
が
連
帯
の

挨
拶
。
記
念
講
演
は
山
泉
進
・
大
逆
事
件
の
真

実
を
あ
き
ら
か
に
す
る
会
事
務
局
長
（
明
治
大

学
名
誉
教
授
）「
大
逆
事
件
と
今
後
の
運
動
」。

　
「
戦
後
の
復
権
・
顕
彰
運
動
」
か
ら
「
大
逆
事

件
１
０
０
年
以
降
」
へ
。
２
０
１
０
年
以
降
、

サ
ミ
ッ
ト
が
継
続
的
に
開
か
れ
、
今
回
の
神
戸

の
よ
う
に
各
地
の
運
動
に
新
た
な
広
が
り
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
、
出
版
等
で

も
新
し
い
視
点
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
第
１
回
サ
ミ
ッ
ト
（
中
村
、
２
０
１

１
年
）
に
お
い
て
「
大
逆
事
件
の
犠
牲
者
た
ち

の
人
権
回
復
を
求
め
る
全
国
連
絡
会
議
」
を
結

成
し
た
よ
う
に
、
今
後
は
「
か
わ
い
そ
う
な
犠

牲
者
た
ち
を
助
け
る
運
動
」
に
加
え
「
自
分
た

ち
の
大
切
な
人
権
を
守
っ
て
い
く
運
動
」
へ
と

発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
・
・

と
話
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
全
）

　

授
業
で
幸
徳
秋
水
の
名
が
出
た
と
き
、
初
め

て
聞
い
た
よ
う
な
気
が
し
な
か
っ
た
。
音
の
並

び
が
流
麗
だ
っ
た
か
ら
錯
覚
を
起
こ
し
た
の
か
、

本
当
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら

な
い
。

　

高
校
生
の
と
き
社
会
主
義
に
関
心
を
持
っ
た
。

ま
ず
『
共
産
党
宣
言
』
と
『
空
想
よ
り
科
学
へ
』

を
読
ん
だ
。
レ
ー
ニ
ン
の
『
帝
国
主
義
』
の
次

に
秋
水
の
『
帝
国
主
義
』
を
読
み
た
か
っ
た
の

だ
が
、
絶
版
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
同
じ
岩

波
文
庫
の
『
兆
民
先
生
・
兆
民
先
生
行
状
記
』

を
買
っ
て
読
ん
だ
。
古
書
店
で『
社
会
主
義
神
髄
』、

『
基
督
抹
殺
論
』
と
『
帝
国
主
義
』
を
購
入
し
た

の
は
卒
業
後
で
あ
る
。『
麵
麭
の
略
取
』
も
買
っ

た
が
、
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
。

　

私
が
受
験
し
た
大
学
の
入
試
問
題
で
は
現
代

文
の
代
わ
り
に
明
治
の
擬
古
文
が
出
題
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
秋
水
を
読
む
こ
と
は
趣

味
と
実
益
を
兼
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
に

「
兆
民
先
生
」（
行
状
記
の
方
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
）
が
出
題
さ
れ
た
と
き
に
は
「
し
め
た
！
」

と
思
っ
た
が
、
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
有
利
に
な
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

　

西
洋
史
を
専
攻
し
た
の
で
秋
水
へ
の
関
心
は

薄
れ
た
。
し
か
し
秋
水
と
同
年
代
の
社
会
主
義

　

者
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
を
研
究
テ
ー
マ
に
選
ん
だ

の
で
さ
ほ
ど
遠
く
へ
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ブ
ル
ム
は
フ
ラ
ン
ス
人

民
戦
線
内
閣
の
首
班
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ

の
思
想
は
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
か
ら
革
命
的
社
会
主

義
を
経
て
民
主
社
会
主
義
に
至
る
ま
で
変
化
し

た
。
秋
水
が
天
寿
を
全
う
し
た
な
ら
ど
の
よ
う

な
思
想
遍
歴
を
見
せ
た
だ
ろ
う
か
。

　

迂
闊
に
も
、
祖
父
上
林
暁
が
秋
水
を
敬
愛
し

て
い
た
こ
と
を
最
近
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
。
祖

父
が
ど
こ
ま
で
秋
水
に
共
鳴
し
て
い
た
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
文
筆
家
と
し
て
尊
敬
し
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
思
え
ば
史
料
集
に
載
っ

て
い
た
「
自
由
党
を
祭
る
文
」
の
格
調
が
高
か
っ

た
こ
と
も
私
が
秋
水
を
読
み
始
め
た
理
由
の
一

つ
で
あ
る
。
今
日
、
平
和
を
希
求
す
る
人
た
ち

が
党
派
を
超
え
、
秋
水
を
文
筆
家
と
し
て
、
幡

多
の
偉
人
と
し
て
讃
え
る
の
は
自
然
な
こ
と
で

あ
る
。
幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
が
生
前
に
あ
っ

た
な
ら
ば
祖
父
は
入
会
し
た
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
自
身
と
し
て
も
上
林
暁
の
孫

と
し
て
も
、
私
に
は
入
会
の
動
機
が
あ
る
が
、

二
点
付
け
加
え
た
い
。
第
一
に
、
祖
父
は
「
緑

の
ピ
ス
ト
ル
」
と
い
う
随
筆
に
幼
き
日
の
私
を

書
い
て
お
り
、
こ
れ
を
収
録
し
た
本
の
タ
イ
ト

ル
が
『
幸
徳
秋
水
の
甥
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

実
際
、
子
供
の
時
分
に
そ
の
名
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
第
二
に
、
裁
判
所
が

私
の
研
究
者
と
し
て
の
人
格
を
全
否
定
し
、
祖

父
の
「
ツ
エ
ペ
リ
ン
飛
行
船
と
默
想
」
を
《
戦

意
高
揚
》
の
詩
だ
と
す
る
判
決
を
言
い
渡
し
た

こ
と
。
大
逆
事
件
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
民
事

事
件
で
あ
る
が
、
祖
父
と
私
も
こ
の
国
の
愚
か

な
司
法
の
犠
牲
者
に
な
っ
た
。
非
戦
の
碑
建
立

に
賛
同
し
な
い
で
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

作家上林暁は大熊さんの祖父

大
逆
事
件
を
明
ら
か
に
す
る
兵
庫
の
会
　
結
成

幸
徳
秋
水
と
祖
父
と
私

大
　
熊
　
平
　
城



幸徳秋水墓
小泉三申揮毫

大石誠之助墓
堺利彦揮毫

　

こ
の
テ
ー
マ
は
、
今
尚
謎
で
あ
る
。
私
は
、

こ
の
謎
に
挑
戦
す
べ
く
多
く
の
文
献
を
調
べ
た

が
直
接
証
拠
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

状
況
証
拠(

間
接
証
拠)

は
発
見
で
き
た
。
ま
ず
、

現
在
の
墓
石
に
関
す
る
情
報
。

　

①
購
入
＝
発
注
時
期
。
一
般
的
に
墓
は
、
九

○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
人
が
一
回
忌
ま
で
に
購

入
。　

　

②
製
作
期
間
。
石
材
店
に
頼
ん
で
墓
が
で
き

る
ま
で
に
二
〜
三
か
月
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
も
し
、
展
示
品
や
在
庫
品
で
可
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
彫
刻
と
据
え
付
け
だ
け
な
の
で
一

か
月
程
度
で
完
成
す
る
。

　

③
開
眼
供
養
＝
入
魂
の
時
期
。
納
骨
を
法
要

に
合
わ
せ
て
行
う
場
合
は
四
九
日
又
は
一
回
忌

に
行
う
。
納
骨
の
み
を
行
う
場
合
は
、
法
要
な

し
で
家
族
又
は
親
族
の
み
で
こ
じ
ん
ま
り
と
行

う
。

　

次
に
文
献
か
ら
の
情
報
。

　

①「
大
石
誠
之
助
の
墓
が
建
立
さ
れ
た
の
は
、

　
　

堺
が
慰
問
し
た
一
九
一
一
年
五
月
三
日
の
数
年

後
、
大
正
の
初
め
で
一
二
人
の
刑
死
者
の
中
で

最
も
早
か
っ
た
。（
中
略
）
幸
徳
秋
水
の
墓
は
、

誠
之
助
の
そ
れ
を
モ
デ
ル
に
建
立
さ
れ
た
。」

(

田
中
伸
尚
『
大
逆
事
件
│
死
と
生
の
群
』)

　

②「
大
石
誠
之
助
と
い
う
墓
碑
名
が
堺
の
手

に
よ
っ
て
揮
毫
さ
れ
た
の
は
こ
の
折(

五
月
三

日)

で
あ
る
が
、
墓
石
が
建
て
ら
れ
刻
ま
れ
た

の
が
何
時
の
こ
と
か
定
か
で
な
い
。
一
二
人
の

刑
死
者
の
中
で
最
も
早
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。」(

辻
本
雄
一
『
熊
野
・
新
宮
の
大
逆
事
件

前
後
』)

　

③「
刑
死
者
の
中
で
真
っ
先
に
墓
碑
が
建
っ

た
の
は
大
石
誠
之
助
氏
の
で
し
た
。（
中
略
）

堺
さ
ん
も
こ
れ
な
ら
文
句
あ
る
ま
い
と
言
わ
れ

る
も
の
で
早
速
建
て
る
こ
と
に
し
、
堺
さ
ん
の

口
添
え
で
小
泉
三
申
氏
に
染
筆
を
煩
わ
し
た
の

が
そ
れ
で
す
。」（
幸
徳
富
治
「
叔
父
幸
徳
秋
水
」

『
秋
水
全
集
別
巻
一
』）

　

④
大
杉
栄
が
一
九
一
四
年
一
〇
月
一
五
日
に

発
行
し
た
日
刊
平
民
新
聞
の
初
号
に
幸
徳
駒
太

郎
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
秋
水
の
墓
の
写
真
が

載
っ
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
秋
水
の
墓
が
そ
れ

以
前
に
既
に
完
成
し
て
い
た
事
が
判
る
。(

神

崎
清
『
革
命
伝
説
大
逆
事
件
④
』)

　

以
上
の
情
報
を
基
に
秋
水
の
墓
の
建
立
日
を

考
察
す
る
と
次
の
三
つ
の
仮
説
が
考
え
ら
れ
る
。

　

仮
説
①
大
石
の
墓
の
完
成
は
、
一
九
一
一
年 

五
月
三
日
の
堺
訪
問
日
か
ら
三
か
月
後
と
す
る

と
八
月
三
日
と
な
る
。
そ
し
て
初
盆
の
八
月
一

三
〜
一
六
日
に
開
眼
供
養
し
た
と
仮
定
。堺（
東

京
）
が
大
石
（
新
宮
）
の
初
盆
に
出
席
、
あ
る

い
は
出
席
せ
ず
遺
族
か
ら
墓
の
サ
イ
ズ
、
形
等

の
情
報
を
入
手
、
検
討
。
そ
の
情
報
と
小
泉
三

申
の
揮
毫
書
と
一
緒
に
幸
徳
駒
太
郎
へ
郵
送
。

駒
太
郎
は
そ
れ
を
基
に
秋
水
の
墓
石
を
発
注
。

三
か
月
後
の
一
一
月
下
旬
か
ら
一
二
月
上
旬
に

完
成
し
翌
一
九
一
二
年
一
月
二
四
日「
一
回
忌
」

に
開
眼
供
養
し
た
。

　

仮
説
②
大
石
の
墓
が
一
九
一
二
年
一
月
二
四

日
「
一
回
忌
」
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
開
眼
供
養

し
た
と
仮
定
。
駒
太
郎
は
、
堺
経
由
で
そ
の
墓

情
報
と
小
泉
の
揮
毫
書
を
入
手
。
そ
れ
を
基
に

墓
石
を
発
注
。
一
九
一
二
年
中
に
完
成
し
翌
一

九
一
三
年
一
月
二
四
日
「
三
回
忌
」
に
開
眼
供

養
し
た
。

　

仮
説
③
大
石
の
墓
が
一
九
一
三
年
一
月
二
四

日
「
三
回
忌
」
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
開
眼
供
養

し
た
と
仮
定
。
秋
水
の
墓
石
は
、
一
九
一
三
年

中
に
完
成
し
翌
一
九
一
四
年
一
月
二
四
日
「
命

日
」
に
開
眼
供
養
し
た
。

　
結 

論
一

　

堺
利
彦
が
一
九
一
一
年
四
月
二
二
〜
二
五
日

中
村
に
滞
在
し
次
の
短
歌
に
詠
ん
だ
秋
水
の
墓

は
、
現
在
の
小
泉
三
申
揮
毫
の
墓
で
は
な
い
。

　

行
春
の
青
葉
の
桜
に
鶯
の
啼
き
し
き
る
処
君

　

が
墓
立
つ

　

理
由
①
秋
水
の
遺
骨
が
中
村
に
到
着
し
葬
儀

が
行
わ
れ
た
の
が
二
月
七
日
。
そ
れ
か
ら
墓
を

発
注
し
た
と
し
て
も
完
成
は
、
三
か
月
後
の
五

月
初
旬
と
な
る
。

　

理
由
②
建
立
日
が
最
も
早
い
仮
説
一
と
す
る

と
、
大
石
の
墓
石
の
完
成
は
八
月
初
旬
。
秋
水

の
墓
の
完
成
は
そ
れ
か
ら
三
か
月
余
り
後
の
一

一
月
下
旬
〜
一
二
月
上
旬
と
な
る
。

　

理
由
③
堺
は
「
秋
水
の
墓
参
を
す
ま
せ
た
後
、

墓
石
の
建
設
、
遺
産
・
印
税
の
分
配
に
つ
い
て

駒
太
郎
と
相
談
し
た
。」（
前
掲
『
革
命
伝
説
』）

　
結
論
二

　

秋
水
の
墓
石
は
三
回
忌
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
、

建
立
日
＝
改
元
供
養
は
一
九
一
三
年
一
月
二
四

日
と
推
測
す
る
。

　

理
由
①
、
官
憲
の
厳
し
い
介
入
と
監
視
の
中
、

初
盆
に
開
眼
供
養
す
る
事
は
、
当
時
の
社
会
状

況
か
ら
考
え
づ
ら
い
。

　

理
由
②
法
事
以
外
の
日
に
開
眼
供
養
す
る
こ

と
は
、
区
切
り
の
点
か
ら
可
能
性
は
低
い
。

　

理
由
③
社
会
状
況
、
区
切
り
の
点
で
最
も
無

理
が
な
い
。更
に
大
石
の
墓
の
開
眼
供
養
を「
三

回
忌
」
で
な
く
「
一
回
忌
」
に
行
う
の
は
、
国

家
権
力
犯
罪
と
冷
た
い
世
間
に
対
す
る
遺
族
の

無
言
の
反
抗
で
あ
り
意
地
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

　《
裏
面
よ
り
続
く
》

精
神
、
そ
し
て
何
に
も
拘
ら
ず
自
分
自
身
を
生

き
よ
う
と
し
た
堂
々
し
た
女
性
と
し
て
文
子
は

韓
国
の
社
会
に
新
鮮
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
文
子
の
抵
抗
精
神
が
韓
国
社
会
に

認
め
ら
れ
て
、
２
０
１
９
年
に
は
日
本
人
と
し

て
は
布
施
辰
治
弁
護
士
に
続
い
て
２
番
目
に
独

立
有
功
者
と
し
て
叙
勲
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
、

文
子
の
劇
的
な
生
涯
は
韓
国
の
各
種
の
メ
デ
ィ

ア
が
関
心
を
引
き
、ド
ラ
マ
や
小
説
、詩
、ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
な
ど
に
、
遂
に
は
映
画
に
も
な
り
ま
し

た
。
そ
の
文
子
の
抵
抗
を
辿
る
過
程
で
そ
の
出

発
点
と
も
言
え
る
べ
き
幸
徳
秋
水
の
思
想
や
生

涯
も
広
く
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

今
、
文
子
は
韓
国
聞
慶(

ム
ン
ギ
ョ
ン)

の
朴

烈
記
念
館
に
安
ら
か
に
眠
っ
て
い
て
毎
日
多
く

の
参
拝
客
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
文
子
は
こ
の

よ
う
な
韓
国
社
会
の
雰
囲
気
を
ど
う
思
っ
て
い

る
か
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
ま
す
。
一
切
の
権

力
を
否
定
し
、
広
々
と
し
た
宇
宙
の
中
で
何
に

も
拘
ら
な
い
自
由
な
自
分
自
身
を
生
き
よ
う
と

し
た
文
子
に
と
っ
て
、
偏
狭
な
国
家
と
か
独
立

運
動
と
か
に
関
連
つ
け
よ
う
と
す
る
動
き
に
は

地
下
で
苦
笑
い
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

幸
徳
秋
水
は
韓
国
の
独
立
運
動
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
歴
史
、
思
想
な
ど
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。
ま
た
秋
水
の
後
を
継
い
だ
文
子

も
自
分
自
身
を
生
き
た
女
性
、
天
皇
制
に
象
徴

さ
れ
る
国
家
権
力
に
植
民
地
朝
鮮
の
仲
間
た
ち

と
抵
抗
し
た
女
性
と
し
て
韓
国
人
の
心
の
中
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
人
の
歴
史
は
も
う
１
０
０
年
も
前
の

昔
の
こ
と
で
す
が
、
２
人
の
良
心
は
過
去
の
歴

史
に
留
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

む
し
ろ
２
１
世
紀
の
今
、
韓
国
と
日
本
、
さ
ら

に
東
ア
ジ
ア
社
会
に
も
っ
と
切
実
で
し
ょ
う
。

秋
水
が
命
を
か
け
て
警
戒
し
て
い
た
、
行
き
過

ぎ
た
愛
国
主
義
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
文
子
が

抵
抗
し
た
個
を
抹
殺
す
る
国
家
権
力
の
復
活
の

兆
し
が
頭
を
擡
げ
て
い
る
現
在
、
権
力
を
排
除

し
た
民
衆
と
民
衆
、
人
間
と
人
間
と
の
連
帯
が

切
実
な
時
期
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

秋
水
の
墓
は
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

広
　
井
　
健
　
二



安重根絵葉書　秋水漢詩

安重根義士記念館 ( ソウル）
中央が金昌徳さん
2019 年７月訪問

金昌徳さん ( 中央）
中村来訪　2019年5月
第27号で紹介

　　　　

舎
生
取
義　

生
を
す
て
て
義
を
取
り

　

殺
身
成
仁　

身
を
殺
し
て
仁
を
な
す

　

安
君
一
挙　

安
君
の
一
挙　

　

天
地
皆
振　

天
地
み
な
ふ
る
う　

　

こ
の
漢
詩
は
１
９
０
９
年
１
０
月
ハ
ル
ビ
ン

駅
で
韓
国
の
独
立
運
動
家 

安
重
根
が
伊
藤
博
文

を
暗
殺
し
た
際
、
こ
れ
を
祝
う
意
味
で
幸
徳
秋

水
が
直
接
書
い
た
も
の
で
す
。
元
来
は
１
９
１

０
年
５
月
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で

高
知
県
出
身
の
岡
繁
樹
が
発
行
し
た
記
念
葉
書

に
、
幸
徳
秋
水
自
身
が
書
い
た
も
の
で
、
こ
れ

こ
そ
秋
水
と
韓
国
の
独
立
運
動
と
の
関
係
を
良

く
表
す
歴
史
的
な
背
景
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

周
知
の
通
り
、
幸
徳
秋
水
は
明
治
維
新
以
来

絶
え
ず
強
化
し
て
き
た
天
皇
制
下
の
「
国
家
主

義
、ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
対
す
る
批
判
と
共
に
、

破
滅
と
堕
落
へ
の
道
を
辿
っ
て
い
た
帝
国
主
義

日
本
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
平
民
社
を
中

心
に
扇
動
的
な
日
露
戦
争
へ
の
雰
囲
気
に
積
極

的
に
反
対
し
、
戦
争
が
日
本
の
民
衆
に
及
ぼ
す

悪
影
響
を
持
続
的
に
喚
起
す
る
こ
と
に
努
め
ま

す
。
こ
の
時
期
朝
鮮
へ
の
侵
略
政
策
も
厳
し
く

非
難
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
１
９
０
４
年
６
月

１
９
日
の
『
平
民
新
聞
』
３
２
号
で
は 「
敬
愛
な

る
朝
鮮
」
を
、
１
９
０
４
年
７
月
１
７
日
の
『
平

民
新
聞
』
３
６
号
で
は 「
朝
鮮
併
呑
論
を
評
す
」

を
、
そ
し
て
１
９
０
７
年
７
月
２
１
日
の
『
大

阪
平
民
新
聞
』
と
『
社
会
新
聞
』
で
は 

堺
利
彦

と
共
に
日
本
帝
国
主
義
に
よ
る
朝
鮮
へ
の
植
民

地
的
な
支
配
強
化
に
対
す
る
抗
議
を
公
表
し
ま

す
。　

　

こ
の
よ
う
に
幸
徳
秋
水
は
戦
争
反
対
だ
け
で

は
な
く
日
本
に
よ
る
ア
ジ
ア
侵
略
、
特
に
朝
鮮

へ
の
侵
略
を
強
く
批
判
し
そ
れ
を
行
動
に
移
し

た
人
物
で
す
が
、
秋
水
を
中
心
と
す
る
内
部
か

ら
の
批
判
に
直
面
し
た
帝
国
主
義
日
本
が
内
部

の
整
理
と
結
束
の
為
の
地
な
ら
し
と
し
て
フ

レ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
た
の
が
１
９
１
０
年
大
逆
事

件
の
本
質
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
幸
徳
秋
水
の
精
神
は
東
ア
ジ
ア

特
に
２
０
世
紀
初
め
の
韓
国
の
思
想
や
歴
史
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
し
、
２
１
世
紀

の
今
ま
で
続
い
て
く
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
秋
水
が
残
し
た
偉
大
な

遺
産
に
比
べ
て
、
こ
ち
ら
韓
国
で
の
研
究
や
評

価
は
あ
ま
り
さ
か
ん
で
な
か
っ
た
で
す
。
恐
ら

く
秋
水
の
出
発
点
と
も
言
え
る
べ
き
ア
ナ
キ
ズ

ム
に
対
す
る
理
解
不
足
と
、
韓
国
社
会
に
根
強

い
レ
ッ
ド
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
大
き
な
原
因
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
に
入
っ

て
韓
国
社
会
の
多
様
化
に
よ
る
ア
ナ
キ
ズ
ム
系

列
独
立
運
動
に
対
す
る
新
し
い
評
価
と
そ
れ
に

伴
う
次
の
出
来
事
を
切
っ
掛
け
に
幸
徳
秋
水
は

テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
少
し
ず
つ

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、『
私
は
社
会

主
義
者
だ
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
幸
徳
秋
水
選

集
も
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
３
５
年
に
及
ぶ
日
帝
強
占
期
を
通
し

て
最
も
激
し
い
抗
日
武
装
団
体
で
あ
っ
た
「
義

烈
団
」の
１
０
０
周
年
で
す
。
３
・
１
運
動
の
あ
っ

た
１
９
１
９
年
、
金
元
鳳(

キ
ム
・
ウ
オ
ン
ボ
ン)

ら
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
義
烈
団
」
は
１
９

２
１
年
９
月
、
金
益
相(

キ
ム
・
イ
ク
サ
ン
）
の

朝
鮮
総
督
府
庁
舎
爆
破
事
件
、
そ
し
て
１
９
２

４
年
１
月
５
日
金
祉
燮
（
キ
ム
・
ジ
ソ
プ
）
の

二
重
橋
事
件
な
ど
、
武
力
闘
争
を
展
開
し
た
武

装
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。
１
９
２
３
年
９
月
の
関

東
大
震
災
の
際
、
軍
部
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
た

大
杉
栄
の
復
讐
の
為
、
ギ
ロ
チ
ン
社
の
中
浜
哲

や
古
田
大
次
郎
ら
も
こ
の
義
烈
団
を
通
し
て
爆

弾
や
拳
銃
な
ど
の
輸
入
を
試
み
た
こ
と
が
あ
っ

た
ほ
ど
、
日
本
に
も
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

１
９
３
８
年
に
は
そ
の
名
称
を
「
朝
鮮
義
勇
隊
」

に
変
え
１
９
４
５
年
の
終
戦
ま
で
抗
日
闘
争
を

続
け
ま
し
た
が
、
そ
の
義
烈
団
の
行
動
綱
領
及

び
闘
争
目
標
を
明
確
に
し
た
の
は
、
歴
史
学
者

で
ア
ナ
キ
ス
ト
独
立
運
動
家
の
申
采
浩
（
シ
ン
・

チ
ェ
ホ
）
に
よ
る
「
朝
鮮
革
命
宣
言
」、別
名
「
義

烈
団
宣
言
」
で
す
。
こ
の
宣
言
書
で
は
日
本
を

朝
鮮
の
生
存
を
剥
奪
し
た
「
強
盗
」
と
規
定
し
、

暴
力
的
革
命
こ
そ
正
当
な
手
段
な
る
こ
と
を
強

調
し
ま
す
。
ひ
い
て
は
当
時
世
界
を
支
配
し
て

い
る
略
奪
的
で
不
平
等
的
な
帝
国
主
義
体
制
の

打
破
を
訴
え
て
い
ま
す
。 

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
申
采
浩
は
１
９
０
５
年
頃

幸
徳
秋
水
の
「
長
広
舌
」
を
読
ん
で
、
初
め
て

ア
ナ
キ
ズ
ム
を
知
り
、
共
鳴
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
引
い
て
は
「
日
本
に
は
只
、
幸
徳
秋
水

１
人
だ
け
が
い
る
」
と
い
う
証
言
も
残
し
ま
す
。

１
９
２
９
年
１
０
月
７
日
の
東
亜
日
報
に
は
「
自

分
は
幸
徳
秋
水
の
著
書
を
読
ん
で
ア
ナ
キ
ズ
ム

に
傾
き
始
め
た
」
と
い
う
法
廷
陳
述
が
載
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
義
烈
団
と
申
采
浩
の
抗

日
意
識
や
闘
争
、
ひ
い
て
は
数
多
く
の
ア
ナ
キ

ズ
ム
系
列
の
独
立
運
動
は
幸
徳
秋
水
を
抜
き
に

し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
で
す
。
こ
ん
な
意
味
で

２
０
１
９
年
の
「
義
烈
団
」
１
０
０
周
年
は
幸

徳
秋
水
の
生
涯
と
活
動
を
顧
み
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
考
え
ら
れ
る
の
は
１
９
２
３

年
９
月
の
関
東
大
震
災
の
混
乱
を
乗
じ
て
、
急

遽
捏
造
さ
れ
た
朴
烈
（
パ
ク
・
ヨ
ル
）
と
金
子

文
子
夫
婦
に
よ
る
大
逆
事
件
で
す
。
こ
の
２
人

の
闘
争
記
録
は
裁
判
記
録
で
よ
く
わ
か
り
ま
す

が
、
朴
烈
の
場
合
京
城
高
普
の
時
代
日
本
人
教

師
を
通
し
て
幸
徳
秋
水
と
大
逆
事
件
の
真
相
を

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
又
、
日
本
人
で

は
な
く
て
世
界
人
だ
と
言
っ
て
、
自
分
に
独
立

し
た
気
分
を
高
揚
さ
せ
て
く
れ
た
と
い
う
証
言

も
残
し
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
朴
烈
の
民
族
意
識

や
独
立
へ
の
意
志
は
こ
の
時
期
に
具
体
化
し
た

で
し
ょ
う
。　

　

特
に
金
子
文
子
の
場
合
、
父
母
や
国
か
ら
も

見
捨
て
ら
れ
た
不
幸
な
幼
年
時
代
と
、
７
年
間

に
亘
る
朝
鮮
で
の
悲
惨
な
体
験
を
通
じ
て
虐
待

を
受
け
て
い
る
植
民
地
朝
鮮
の
実
情
を
痛
感
し
、

天
皇
制
を
頂
点
に
し
て
い
る
社
会
制
度
の
矛
盾

に
目
覚
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
不

逞
社
」
に
合
流
し
て
本
格
的
に
帝
国
主
義
日
本

に
真
っ
向
か
ら
抵
抗
し
ま
す
。
義
烈
団
を
経
由

し
て
爆
弾
輸
入
も
計
画
し
ま
す
。
文
子
は
１
９

２
６
年
栃
木
刑
務
所
で
２
３
年
の
短
い
生
涯
を

閉
じ
ま
す
が
、
権
力
に
屈
し
な
い
文
子
の
抵
抗
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